
令和７年度第１回横須賀市文化振興審議会 議事概要 

 

日時：令和７年（2025 年）10 月 31 日（金） 

14:00～15:45 

     場所：市役所３階３０１会議室 

 

【出席委員】 秋岡委員、石川委員、﨑山委員、芳賀委員、蛭田委員、 

       藤井委員、山本委員、吉田委員、若江委員 

【事務局】  文化振興課 松田課長、杉山主査、塚田主任 

【傍聴者】  １名 

 

＜配布資料＞ 

 資料１ 令和６年度文化振興課の主な取組 

 資料２ 令和６年度文化振興基本計画進行管理結果報告書（案） 

 資料３ 文化振興審議会委員名簿 

 資料４ 横須賀市文化振興審議会規則 

 

＜議事内容＞ 

開会 

 会議の成立（委員９名全員出席のため、会議は成立） 

 傍聴者の人数報告（１名） 

 

 

 

 



議事１  文化振興基本計画の進捗状況について 

事務局から資料１・資料２に基づき文化振興の取り組み状況について報告を行

った。 

 

（主な意見等） 

委員 横須賀市民文化祭の開催行事数は維持されているが、各行事の

参加団体や文化協会の加盟団体数は減少している現象への懸念

がある。また、各コミュニティセンターでは活動しても、文化

会館では発表や展示を行わない団体も多いため、異なる場で活

動することへの抵抗があるのではないか。 

委員     高齢者は文化会館までのアクセスが悪く、参加しづらいという声

がある。 

委員     伝統文化の継承について、国からのより積極的な関与を望む。若

年層の関心を高めるには、全く新しい切り口によるアプローチが

必要。 

委員     若い世代と高齢者世代の関心が一致していないことも課題。 

委員     スペインでフラメンコと日本民謡を融合させている興味深い事

例があった。伝統にこだわらず面白い取り組みも参考にしては

どうか。そのような情報があれば是非共有してほしい。 

 

 

委員     ルートミュージアムサテライトツアーの参加者の減少について

原因は何か。 

事務局    文化振興課主催の「夏休み親子ツアー」は、参加者が減少した

が、ティボディエ邸の指定管理者が主催しているヴェルニー公

園巡りツアーやよこすかシティガイド協会主催など、民間主催

のツアーが活発になっている。その結果、ティボディエ邸の来

館者数は令和５年度 45,916 人から令和６年度 70,146 人へと大

きく増加しており、民間団体による新たな取り組みや企画が全

体の活性化につながっていると認識している。 

 



またティボディエ邸内では、イベントに合わせた展示や連携企

画、例えば YY のりものフェスタ時の「船の模型展示」や、春・

秋のローズフェスタ時の「バラの花束撮影会」なども実施して

おり、現在は自転車や歴史に焦点を当てたルートミュージアム

も展開中。 

 

 

委員    横須賀芸術劇場の入場者数減少は大劇場天井改修工事が原因だ

と思うが、美術館は観覧者数が倍増するなど、理由の違いを教

えてほしい。 

事務局   芸術劇場は、令和６年７月から大劇場が天井改修工事のため休

館。令和８年９月にリニューアルオープン予定。文化会館大ホ

ールが代替施設となり、そちらの入場者数は増加した。劇場小

劇場では、ライブハウス形式の新たな取り組みも始まり好評。 

       横須賀美術館は、2023 年度の「鈴木敏夫とジブリ展」で、企画

展として過去最多の観覧者数を記録した。 

委員    各施設で内容が充実した企画をしていることが理解できた。 

 

 

委員    文化振興基本計画は改訂せずに７年間そのままの計画か。 

事務局   今後、旧大矢部弾薬庫跡地や三笠公園・浦賀など、文化・歴史

に関わる再開発が計画されているため、それらを既存の計画項

目に盛り込んでいきたい。 

 

 

委員    文化振興基本計画の３本柱「そだつ・つたわる・ひろがる」の

うち、「YOKOSUKA ビジョン 2030」・「横須賀再興プラン」に直結

しているのは、「ひろがる」だが、内容をより直接的に関連づけ

た方が良いのか。 

事務局   「そだつ・つたわる」では、文化の担い手育成や次世代への継

承など、「観光」につながる文化の基盤形成を意識している。観

光の基盤には文化や歴史がある。文化とスポーツ・観光が同じ

部にあるのもこうした観点からである。 



委員    街なかミュージックにスタッフとして参加しているが、イベン

トは回数を重ねるとマンネリ化しやすいので、常に新しい工夫

が必要。プロモーションによる、横須賀の魅力発信や移住への

効果も実感している。 

地元イベントを楽しむ人が増えている印象もあり、地元発信情

報の価値も高まっている。移住者と地元住民が交流するための

プラットフォームがあればよいと思う。 

 

 

委員    無料のイベントが多く、参加者が情報や知識は無料と認識しが

ち。 

委員    有料でも内容次第で申し込みが定員の数倍となることがある。

ボランティア活動にも駐車場代など経費がかかり、無料でない

ことを利用者も理解する必要がある。 

 

 

議事２  その他 

      特になし 

 

 

 

以上 


